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臨床研究に関する情報公開文書 
「就学前から始める「親子で考える学校生活」に対する医療者支援」について 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
【対象】に該当すると思われる方で、本調査研究に関するご質問や調査の対象となることを希望 
されない場合は、下記問い合わせの研究責任者までお申し出ください。 
 
１．研究の対象 
2017年4月から2023年3月に当院小児科を受診し、言語聴覚療法を受けられた方で以下の①又
は②に該当する方 
 
① 2020年度に岡山県内の小学校に在籍する小学 1年生から 3年生 
・診断名に、自閉スペクトラム症、広汎性発達障害、注意欠如・多動症、発達性協調運動症がある 
・知能指数が 70以上 
・基礎疾患やその他合併症がない 
 
② 2020年度又は 2021年度の年長児とその保護者 
・言語聴覚療法を月 1回以上実施している 
・診断名に、自閉スペクトラム症、広汎性発達障害、注意欠如・多動症、発達性協調運動症がある 
・知能指数が 70以上 
・基礎疾患やその他合併症がない 

 

２．研究目的・方法 
1）研究の目的 
幼児教育から学校教育への支援が途切れなく移行することを目的に、「子どもと一緒に考える就学前
からの学校生活」と題したリーフレットを 2023年に作成し地域に発信する研究の共同研究である。 

 2）研究方法 
当院小児科を受診し発達障害圏と診断され，言語聴覚療法を実施した年長児および小学校

低学年の児童の評価・治療内容を含む臨床情報を診療録から抽出する．  

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：知能検査、言語検査、読み書き検査等の検査結果、年齢、診断名、言語聴覚療法での問

診内容 等 

 

４．外部への試料・情報の提供     

共同研究機関へのデータ提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、

当センター研究責任者が保管・管理します。 
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５．研究組織     

名古屋芸術大学 人間発達学研究科 中嶋理香 

社会医療法人 上林記念病院 リハビリテーション科 作業療法士 枚田佐知子 

 

6．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了

承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者

さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
倉敷成人病センター リハビリテーション科 
氏名：松田 夏子 
住所：岡山県倉敷市白楽町 250 
電話番号：086-422-2111  

 

研究責任者： 
所属：倉敷成人病センター リハビリテーション科 
氏名：中嶋 理香 
住所：岡山県倉敷市白楽町 250 
電話番号：086-422-2111 

 


